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どうございます
よさ祈春を迎えられたこどと、謹んておふび中lJ:.lfます。今年は

年子が麦わるというこどもあり、 心嶽一転、 我々載員 一 同も初心を
忘れず日々務めていく祈存て

そ

ございます。 また、 も院の硬念�にある
ように哀質て

り

安全な匡療ど療養環境を援供l、 更に地』iの替様へ
愛される病院どlて存在していきたいと思っております。

最抜になりますが本年が替様にとって幸せ9さ一 年となりますよう
心よりお祈り中lJ:. げます。

はじめまして、 新しい先生の紹介

上ヒ様こんにちは。 私は昨年8月に入職した池田
白真仁と申します。 旧浦和市の生まれで、高校

まで浦和の学校に通っていました。東京の医科大学
を卒業後は主として柏にある付属病院で研鑽を積
みました。 総合内科で内科の一通りの疾患を経験
した後、 呼吸器内科を専門として肺炎、COPD、
喘息、 間質性肺炎、 肺癌などの疾患を診てきまし
た。 呼吸不全は心不全や多臓器不全も合併するこ
とが多く、 全身管理を学ぶのにとても良い経験にな
りました。 その後は救急診療部に出向して様々な内
科系、外科系の疾患も経験しました。 12年間大学
病院に在職した後はさいたま市内の一般病院に勤
務し、 精神科患者さんの身体合併症を中心に診て
来ました。 そして縁があって昨年8月から当院に勤
務しています。

私の診療に対するモットーは温かい気持ちと信念

医師 池田真仁

を持った診療をすることです。 患者さ
んは些細な事にも悩みや不安を持っ
ています。 患者さんにはどんなに優し
くしてもしきれることはありません。 ま
た、診療に100%の正解はありません。 どんな結果
になるかはその時になってみないと分かりませんし、
たとえ医学的に正しくてもその患者さんにとって幸
せであるとも限りません。どんな結果になっても先生
に診てもらってよかったと思えるのが患者さんや家
族の人にとって救いになるのではないかと思うので
す。そのためには患者さんに一つの道を示せるのが
医師にとって必要ではないかと思うのです。

私は内科の医師として常に研鑽を積み患者さん
に良質な医療を提供できるよう努力する所存です。
職員の皆様のご指導ご鞭撻を賜りますようよろしく
お願い申し上げます。
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I 上尾市人間ドック実施中 I
⑦ 昇悶鍔9贔翌悶

貨鴫長瓢ます。
ご希望の方は、病院で予約を取られた後、上尾
市役所で人間ドック受診の手続きをお願いいた
します。

市補助額 20000円38.880円 1 自己負担額118.880円

上尾市肺炎球菌接種はお済みですか？
対象：平成31年3月31日までに、65オ、

70オになられる方、及び75オ以上の方

巳9〗除；〗）：予fで0金：���

上尾市人閻ドック
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竺；こ／―こニ―昨一年ー一、

惑。,:,.) ,., if-1 は夏から秋にかけて毎週のように日本にやって
,,1 、プ.- : きた台風、他にも地震や豪雨、猛暑など異常

‘ 
気象が続きました。今年はどうなるのかと心配
しつつも穏やかな新年を迎えられたことと思い
ます。

今年の干支は「己亥」です。己（っちのと）
とは完成した自己や成熟した組織が次の段階を
目指す準備をする年です。亥（い・がい）とは
個人は知識を増やす、精神を育てる、組織は
人材育成や基盤を固める年です。外に向けて
の活動ではなく、内部の充実に専念すると良い
ようですので、心がけていきたいと思います。

最後になりますが、今年も皆様にとって良い
年となることを願って新年の挨拶と致します。

広報委員 リハビリテーション科和田直樹

11月中旬に栃木県日光市へ院内旅行に行ってき
ました。少しのハプニングはありましたが、お天気
にも恵まれ楽しい一時を過ごせました。紅葉や温泉、
楽しい宴会により心身ともにリフレッシュを図ること
ができました。 厚生部岡村洋克

- --------------------

I 表紙撮影者看護部窪田めぐみ I
愛友会上尾中央第二病院〒362-0051埼玉県上尾市大字地頭万421番地1

面会時間平日13時-20時土日祝10時-20時
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I 当病院の最新情報をお知らせします

第二回 市民公開講座

12 月 5 日（水）平成 30 年度第2回市民公開講座を開催させて頂きました。

この講座は、 当院が所属する上尾中央医科グループの理念「愛し愛される病院 ・ 施設」のもと皆さまの健康

に貢献する取組みとして年2回開催させていただいております。

さて、 昨今の上尾市の医療環境は、 人口10 万人当たりの医師数が全国平均の約7割、 その他の従事者も慢

性的に不足している状況です。 それにもかかわらず2015 年から2025 年の 10 年間で医療需要は約1割増、 介

護需要に至っては約5割増が予測されています（日本医師会資料）。 上尾市医療の需給バランスを保っために

は医療提供者側の努力だけでは限界があり、 地域住民一人ひとりによる「病気予防」も必須と言われています。

そこで今回の3演題「健康診断検査結果の見方」「筋肉と栄養」「転倒予防体操」から地域の皆さまへ最新

情報を提供させていただくこととなりました。

講演当日は師走にもかかわらず気温が22.3 度と暖かく天候にも恵まれ参加者24 名と多くの方にご来場してい

ただきました。

まず一つ目の演題「健康診断検査結果の見方」では、 当院臨床検査技師 景山先生より各検査項目の具体

的な説明がありました。 異常値があれば「検査値が間違っている…」などと言わず素直に受け止め病気の早期

発見、 早期治療に繋げること、 更に、 検査は単発にせず毎年の数値を比較できるようにすることで病気の予兆を

発見し未然に病気は防げるようになるとの事でした。 参加者には、 ご自身の検査結果を元に景山先生へ質問をさ

れるなどとても熱心な方もいらっしゃいました。 “

次の演題「筋肉と栄養」では、 当院管理栄養士小川先生より
“

メタボリック ・ ドミノ
”

や 低栄養と身体機

能低下の悪循環
”

について学びました。 ここでは、 低栄養や筋肉量減少は些細なきっかけで相互に連鎖的に影

響し合い悪循環に至るとの事でした。 実は2時間ほど早く会場にいらした参加者からは「なかなか筋肉がつかな

いので今日はとても関心がある」と伺っておりました。 主食＋主菜＋副菜を揃えてバランス良く食べることが大切

であり、 筋肉量を維持すると同時に骨を丈夫にするための栄養素もあわせた献立の提案で、 伝えられたのではな

いかと思います。

最 後に「転倒予防体操」を理学療法士新井先生に講演いただきました。 新井先生からは、 参加者と一緒に

体を動かしながら、 加齢による関節の変化やその部位に関係する筋肉の特徴などを具体的に聞き、 それぞれの

動作がどのように転倒予防に繋がるかをとても分かりやすく学びました。

講演後は、 例年通り「お茶会」と称し参加者と講師や当院職員との交流を通して様々な質問を受けました。 ま

た参加者同士の会話も弾んだようでとても活気のある雰囲気でした。 お茶会中は、無料で「血管年齢検査」 「骨

密度測定」を実施、ご自身の検査結果に一喜一憂している場面も見られ今後の病気予防にお役に立てたようです。

この市民公開講座は、 当院スタッフの上尾市民の健康に貢献する意識が高まると共に、 日々の仕事に対しても

勇気づけられる貴重な機会にもなっております。 来年度以降も企画してまいりますので皆さまの参加をお待ちして

おります。 地域連携課 田口栄治
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